
 

国
名

 

 比
較

の
視
点

 

日
本
 

米
国

（
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

）
 

英
国
 

（
参

考
）
 

ド
イ

ツ
 

済
産

業
省

令
で

定
め

る
技

術
上

の
基

準
に

関
す

る
事

項
 

（
3
)
製

造
の

た
め

の
施

設
の

位
置

と
付

近
の

状
況

を
示

す
図

面
 

 ＜
完
成

時
＞

 


 
高

圧
ガ

ス
製

造
施

設
完

成
検

査
申

請
書

 

 ＜
変
更

時
＞

 


 
高

圧
ガ

ス
製

造
施

設
等

変
更

申
請

書
 

     【
必
要

な
期

間
】

 

都
道
府

県
の

標
準

処
理

期
間

の
例

 

・
製
造

の
許

可
；

総
日

数
20

日
 

・
変
更

許
可

；
総

日
数

20
日

  

 【
提
出

先
】

 

・
都
道

府
県

 

②
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ

ア
州
消

防
法

 

【
必
要
書

類
等
】

 

＜
許
可
申

請
時
＞

 

・
防
火

規
程
に

適
合
し

て
い
る
こ

と
を
示

す
設
計
図

書
及
び

補
足
す

る
デ
ー

タ
 

・
防
火
シ

ス
テ
ム

に
関
す

る
図
面

 

 ＜
完
成
時

＞
 

・
防
火

規
程
に

適
合
し

て
い
る
こ

と
を
示

す
設
計
図

書
及
び

補
足
す

る
デ
ー

タ
 

・
防
火
シ

ス
テ
ム

に
関
す

る
図
面

 

 ＜
変
更
時

＞
 

・
変
更
内

容
を
示

し
た
文

書
 

 【
必
要
な

期
間
】

 

標
準
処
理

期
間
は

定
め
ら

れ
て
い

な
い

。
 

   【
提
出
先

】
 

・
地
元
消

防
局

 

  

要
に
応
じ

て
修

正
す

る
 

の
５
ス
テ

ッ
プ

が
例

示
さ

れ
て

お
り

、

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
重

要
な

事
項

に
関

す
る

記
録

が
求

め
ら

れ
る
。

 

 

＜
大
規
模

災
害
規

則
＞
 

・
プ
ラ

ン
ト
の

操
業

に
あ

た
っ

て
の

安
全

性
に
関
す

る
文

書
 

 ＜
危
険
物

質
と
爆

発
雰

囲
気

規
則

＞
 

・
危
険

物
質
と

爆
発

雰
囲

気
に

関
す

る
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
記

録
及

び
危

険
場
所

の
区

分
に

関
す

る
文

書
 

 ＜
圧
力
シ

ス
テ
ム

安
全

規
則

＞
 

・
設
計
及

び
製
作

に
関

す
る

文
書

 

・
刻
印
に

関
す
る

文
書

 

・
設
置

場
所
に

お
け

る
危

険
性

に
関

す
る

文
書
 

・
保
安

に
影
響

を
与

え
る

運
転

条
件

に
関

す
る
文
書

 

  

・
リ

ス
ク

評
価

に
関

す
る

全
て

の
文

書
 

・
第

３
者

認
証

機
関

の
適

合
性

証
明

書
 

             【
必

要
な

期
間

】
 

・
申

請
か

ら
原

則
３

ヶ
月

以
内

に
許

可
に

関
し

て
決

定
を

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
と

規
定

さ
れ

て
い

る
。

 

 【
提

出
先

】
 

州
の

行
政

当
局
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国
名

 

 比
較

の
視
点

 

日
本
 

米
国

（
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

）
 

英
国
 

（
参

考
）
 

ド
イ

ツ
 

③
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

州
産

業
安

全
衛

生

法
圧
力
容

器
規
則

 

【
必
要
な

書
類
等

】
 

＜
許
可
申

請
時
＞

 

・
操

業
許
可
・
検

査
申

請
書
（

 P
r
e
ss
u
re
 

V
e
s
se
l
 I
n
sp
e
ct
i
on
 
Re
q
ue
st
 
F
or
m
）

＜
完
成
時

＞
 

・
操

業
許
可
・
検

査
申

請
書
（

 P
r
e
ss
u
re
 

V
e
s
se
l
 I
n
sp
e
ct
i
on
 
Re
q
ue
st
 
F
or
m
）
 

 ＜
変
更
時

＞
 

許
可

等
が

必
要

な
全

て
の

圧
力

容
器

の

補
修
及
び

改
造
に

つ
い
て

は
、
以

下
の
内

容
に
関
す

る
書
類

の
提
出

が
必
要

。
 

 (
1
)最

高
使
用

圧
力

、
使
用

材
料

、
厚

さ
、

形
状

、
直

径
等

の
圧

力
容

器
に

関
す

る
事
項

 

(
2
)
圧

力
容

器
の

製
作

時
に

要
求

さ
れ

た

技
術
基
準

の
内
容

 

(
3
)
使

用
さ

れ
る

場
所

や
施

設
の

部
分

に

関
す
る
事

項
 

(
4
)検

査
や
認

証
の
実

施
日
、
検

査
官
の

サ
イ
ン

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

等
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

【
必
要
な

期
間
】

 

標
準
処
理

期
間
は

定
め

ら
れ

て
い

な
い

。
 

 【
提
出
先

】
 

・
安
全

衛
生
庁

（
大

規
模

災
害

規
則

の
対

象
事
業
者

の
み

）。
 

・
上
記
以

外
は
無

し
。

 

（
事
業
者

に
よ
る

保
存

の
み

）
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国
名

 

 比
較

の
視
点

 

日
本
 

米
国

（
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

）
 

英
国
 

（
参

考
）
 

ド
イ

ツ
 

【
必
要
な

期
間
】

 

標
準

処
理

期
間

は
定

め
ら

れ
て

い
な

い

が
、
許

可
に
あ

っ
て
は

、
可
能
な

限
り
早

く
行
う
と

の
規
定

あ
り
。

 

 【
提
出
先

】
 

・
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

労
働
安
全

衛
生
局

 

５
．
法
令
の

適

用
除

外
は

あ

る
か

。
あ
る

と

す
れ

ば
そ

の

要
件

は
何

か
。
 

（
変

更
工

事
に

お
け

る
許

可
の

適
用

除

外
）
 

「
軽
微

な
変

更
の

工
事

」
と

認
め

ら
れ
る

場
合
は

届
出

で
可

能
。

 

例
1
) 

処
理

能
力

1
0
0 
m
3
未

満
の
製
造

設
備

の
変

更
工

事
 

例
2
) 

2
回

目
以

降
の

処
理

能
力

1
0
0
 m

3

未
満

の
製

造
設

備
の

増
設

 

（
変

更
工

事
に

お
け

る
許

可
の

適
用

除

外
）

 

①
労
働
安

全
衛
生

法
 

無
し
（

許
認
可
制

で
は
な

い
た
め

）。
 

 ②
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ

ア
州
消

防
法

 

定
期
的
な

メ
ン
テ

ナ
ン
ス

に
つ
い

て
は

、

許
可
は
不

要
と
な

っ
て
い

る
。
ま

た
、

緊

急
時
対
応

に
伴
う

補
修
に

つ
い
て

は
、
事

前
の
許
可

は
不
要

で
あ
る

が
、
２

営
業
日

以
内
に
許

可
申
請

が
必
要

。
上
記

以
外
に

つ
い
て
は

、
設

置
、
変
更

、
移
設

等
に
関

し
て
あ
ら

か
じ
め

許
可
が

必
要
。

 

 ③
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

州
産

業
安

全
衛

生

法
圧
力
容

器
規
則

 

 
無
し

。
 

（
変

更
工

事
に

お
け

る
許

可
の

適
用

除

外
）

 

無
し
（

許
認
可

制
で

は
な

い
た

め
）。

 

（
変

更
工

事
に

お
け

る
許

可
の

適
用

除

外
）
 

大
幅

な
変

更
、
保

安
に

影
響

を
与

え
る

変
更

以
外

に
つ

い
て

は
、

許
可

は
不

要
。
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国
名

 

 比
較

の
視
点

 

日
本
 

米
国

（
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

）
 

英
国
 

（
参

考
）
 

ド
イ

ツ
 

６
．
研
究
施

設

に
対

す
る

取

扱
い

は
ど

の

よ
う

に
な

っ

て
い

る
の

か
。
 

研
究
施

設
で

あ
っ

て
も

、
第

1
種

製
造
者

に
該
当

す
れ

ば
、

施
設

の
新

設
・

変
更

、

使
用
ガ

ス
種

の
変

更
、
製

造
方

法
の

変
更

の
許
可

が
必

要
。

 

①
労
働
安

全
衛
生

法
 

研
究
施
設

も
法

の
規
制
対

象
。
 

  ②
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ

ア
州
消

防
法

 

研
究
施
設

も
、
他
の
施

設
と
同
様

に
可
燃

性
ガ
ス
（

5
.
66
4
 m
3
を

こ
え
る
も

の
）
や

毒
性
ガ
ス

（
量
に

よ
ら
ず

）
等
を

貯
蔵

、

取
り
扱
う

場
合
は

、
そ

の
設
備
の

運
営
及

び
設
置

、
そ
の

変
更
に

つ
い
て
許

可
の
対

象
。
 

 ③
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

州
産

業
安

全
衛

生

法
圧
力
容

器
規
則

 

研
究
施
設

も
、
規
制
の

対
象
と
な

る
圧
力

容
器
の
設

置
、
変
更
、
補
修
に
つ

い
て
許

可
が
必
要

。
 

       

＜
安
全
衛

生
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

規
則

＞
 

・
研
究
施

設
も
規

制
対

象
。

 

  ＜
大
規
模

災
害
規

則
＞
 

・
研
究
施

設
も
規

制
対

象
。

 

 ＜
危
険
物

質
と
爆

発
雰

囲
気

規
則

＞
 

・
研
究
施

設
も
規

制
対

象
。

 

 ＜
圧
力
シ

ス
テ
ム

安
全

規
則

＞
 

研
究

や
実

験
に

関
す

る
圧

力
シ

ス
テ

ム

又
は

そ
の

部
品

は
、

規
則

の
適

用
対

象

外
。
 

   

研
究

施
設

で
あ

っ
て

も
、
規

制
対

象
と

な

る
設

備
に

つ
い

て
は

、
新

設
や

大
幅

な
変

更
、
保

安
に

影
響

を
与

え
る

変
更

に
関

す

る
許

可
が

必
要

。
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国
名

 

 比
較

の
視
点

 

日
本
 

米
国

（
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

）
 

英
国
 

（
参

考
）
 

ド
イ

ツ
 

７
．
事
業
者

が

自
主

的
に

検

査
等

可
能

な

制
度

は
あ

る

か
。
ま

た
、
そ

の
た

め
に

必

要
な

用
件

は

何
か
（
審
査

等

が
あ

る
場

合

は
そ

の
要

件

等
）。

 

有
（

制
度

名
：
認

定
保

安
検

査
実

施
者
制

度
）
 

【
制
度

概
要

】
 

認
定

保
安

検
査

実
施

者
が

自
主

検
査

を

行
い
、
検

査
結

果
を

届
出

る
こ

と
で
、
行

政
の
検

査
を

要
し

な
い

制
度

が
あ

る
。

 

※
認
定

保
安

検
査

実
施

者
と

は
、
自

ら
保

安
調

査
が

で
き

る
者

と
し

て
経

済
産

業

大
臣
が

認
定

す
る

。
経

済
産

業
省

告
示
第

八
十
六

号
の

告
示

に
従

い
、
保

安
管

理
シ

ス
テ
ム

の
確

立
、
保

安
管

理
に

関
す
る
計

画
の
策

定
、
実

施
、
評

価
及

び
そ

の
改
善

を
継
続

的
に

行
う

こ
と

が
必

要
。

 

   【
必
要

な
期

間
】

 

認
定

保
安

検
査

実
施

者
の

認
定

の
標

準

処
理
期

間
は

、
25

日
～

90
日
 

 【
更
新

期
間

】
 

認
定
の

更
新

期
間

は
５

年
 

有
（

制
度

名
：

）
O
U
IO
 
（

O
wn
e
r
/U
s
er
 

I
n
s
pe
c
ti
o
n 
O
rg
a
ni
z
at
i
on
s
）

制
度

 

【
制
度
概

要
】

 

O
U
I
O
制
度

に
基
づ

き
、
州

に
よ

る
認
可
を

受
け

た
圧

力
容

器
の

所
有

者
／

使
用

者

（
OU
I
O 

（
O
wn
e
r/
U
se
r 

I
ns
p
e
ct
i
on
 

O
r
g
an
i
za
t
io
n
s
）
）
は
、
自

ら
検

査
を
実

施
す
る
こ

と
が

可
能
。

 

＊
O
UI
O 

（
O
w
ne
r
/U
s
er
 
I
ns
p
e
ct
i
on
 

O
r
g
an
i
za
t
io
n
s
）
制
度

の
要
件

と
し
て

、

検
査
の
方

法
、
評
価
・
承
認

手
続

き
、
組

織
体
制

、
記
録
・
文

書
管
理

等
、
検
査

に

係
る

体
制

、
仕

組
み

が
要

求
さ

れ
て

お

り
、
各
手
順

等
を
明

確
に
す

る
こ

と
が
必

要
。
 

 【
必
要
な

期
間
】

 

標
準
処
理

期
間
は

定
め
ら

れ
て
い

な
い
。
 

  【
更
新
期

間
】

 

認
定
の
更

新
期
間

は
３
年

 

  

－
 

 ※
英
国
で

は
、
事

業
者

自
ら

が
検

査
を

行

う
こ
と
と

さ
れ
て

、
行

政
に

よ
る

検
査

は

行
わ
れ
て

い
な
い

。
 

有
（

制
度

名
：

認
定

検
査

機
関

制
度

）
 

 【
制

度
概

要
】

 

事
業

者
自

ら
が

Pv
U
と

呼
ば

れ
る

認
証

機

関
と

し
て

の
認

証
を

受
け

る
こ

と
に

よ

り
、
自

主
検

査
が

可
能

。
 

要
件
と

し
て

、
検

査
の

方
法

、
評

価
・

承

認
手

続
き

、
組

織
体

制
、

記
録

・
文

書
管

理
等

、
検

査
に

係
る

体
制

、
仕

組
み

が
要

求
さ

れ
て

お
り

、
各

手
順

等
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

必
要

。
 

ま
た

、
検

査
対

象
が

有
す

る
潜

在
リ

ス
ク

に
応

じ
た

コ
ス

ト
を

カ
バ

ー
す

る
た

め

の
、

賠
償

責
任

保
険

へ
の

加
入

も
必

要
。
 

  【
必

要
な

期
間

】
 

標
準

処
理

期
間

は
定

め
ら

れ
て

い
な

い
。
 

  【
更

新
期

間
】

 

認
定

の
更

新
期

間
は

５
年

 

39



 

（
２
）

日
本
の

現
行

規
制
を

維
持

す
る
必

要
性

 

○
日
本
の
現
行
規
制
に
つ
い
て
は
、

高
圧
ガ
ス

の
処
理
能
力
が

10
0Ｎ

㎥
／
日
以
上
と
な
る
第
１
種
製
造
事
業
所
に
対
し
て
、
許
可
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

た
だ
、
 

 
第
１
種
製
造
事
業
所
に
高
圧
ガ
ス
の
処
理
能
力
が

10
0Ｎ

㎥
／
日
未
満
の
施
設
を
追
加
し
て
設
置
し
た
場
合
、
設
置
時
は
許
可

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の

後
の
変
更

に
あ
っ
て
は
、
追
加
で
設
置
し
た
施
設
の
高
圧
ガ
ス
の
処
理
能
力
が

10
0Ｎ

㎥
／
日
未
満
で
あ
る
限
り
、
何
度
、
変
更
工
事
を
実
施
し
て
も
、
許
可
で
は
な
く
、
届

出
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
規

制
は
研
究
施
設
に
限
っ
て
い
な
い
。

 

○
今

回
の

調
査

範
囲

に
お

い
て

は
、

英
国

に
お

け
る

研
究

施
設

は
、

圧
力

シ
ス

テ
ム

の
設

計
や

製
造

に
係

る
規

則
の

対
象
外

と
し

て
い
る

も
の
の

、
リ

ス
ク

ア
セ
ス

メ
ン

ト
の

実
施

は
要

求
さ
れ

る
。
ま

た
、

こ
れ

以
外
は

研
究
施

設
を

規
制

対
象
外

と
す
る

規
定

は
見

受
け
ら

れ
ず
、

米
国

や
ド
イ
ツ

に
お

い
て

は
研

究
施

設
で

あ

っ
て
も
許
可
が
必
要
な
規
制
体
系
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
な

お
、

国
際

的
な

競
争

が
激

し
い

化
学

分
野

に
お

け
る

開
発

ス
ピ

ー
ド

の
ロ

ス
を

減
ら

し
、

わ
が

国
の

経
済

成
長

を
図
る

た
め

、
研
究
施

設
（

高
圧

ガ
ス

の
処
理

能
力
が

10
0Ｎ

㎥
／
日
未
満
の
設
備
）
の
変

更
に
お
い
て
、
現
状
、
許
可
を
必
要
と
し
て
い
る
制
度
を
届
出
へ
と
規
制
緩
和
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
踏
ま
え
、
平

成
２
６
年
３
月
１
０

日
に
開
催
し
た
産
業
構

造
審
議
会

高
圧
ガ
ス
小
委
員
会
に
お
い
て
、

本
件
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
検
討
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

 （
３
）

規
制
の

廃
止

・
見
直

し
を

検
討
す

る
に

当
た
り

留
意

す
べ
き

と
考

え
る
点

 

○
研

究
施

設
で

あ
る

こ
と

だ
け

を
も

っ
て

、
安

全
性

が
高

い
と

は
一

概
に

は
言

え
ず

、
研

究
施

設
の

設
置

や
変

更
、

取
り
扱

い
物

質
の
変
更

等
の

際
の

安
全

性
の
確

保
た

め
に

は
、

研
究

施
設
の

設
置
や

変
更

、
取

り
扱
い

物
質
の

変
更

等
に

伴
う
リ

ス
ク
や

、
研

究
施

設
に
お

け
る
事

故
発

生
時
の
主

要
な

高
圧

ガ
ス

製
造

設
備

へ

の
影
響
に
つ
い
て
、

適
切
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り

、
こ
れ
ら
に
留
意
し
て
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
 

○
な
お
、
英
国
に
お
い
て
は
、

20
07

年
に
法
人
が
起
こ
し
た
注
意
義
務
の
重
大
な
違
反
に
よ
り
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は

、
上
限
の
な
い
罰
金

が
課
せ
ら
れ

る
「
法
人
故
殺
法
（

Co
rp
or
at
e 
Ma
ns
la
ug

ht
er
 
an
d 
Co
rp
or
at
e 
Ho
mi
ci
de
 A
ct
 2
00
7
）」

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
 

 

以
上
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④
ダ
ン
ス
に
係
る
風
営
法
規
制
の
見
直
し

 

（
１
）
制
度
比
較

 

○
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業
に
係
る
比
較
 

国
名
 

  比
較
の
視
点

 

日
本
 

米
国

 

 
英
国
 

フ
ラ
ン
ス
 

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ｽ
ｺ
市
郡

 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
 

１
．
ダ
ン
ス
を
さ
せ

る
営
業
（
キ
ャ
バ
レ

ー
、

ナ
イ

ト
ク

ラ

ブ
、

ダ
ン

ス
教

室

等
）
を
規
制
す
る
法

令
は
あ
る
か
。

  

ま
た
、
当
該
法
令

は
、
当
該
営
業
に
つ

い
て
許
可
制
（
免
許

制
）
を
採
用
し
て
い

る
か
。

 

あ
り
（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及

び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
風
営
法
」
と
い

う
。
））

 

許
可
制

 

あ
り
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
市

警
察
法
）

 

許
可
制

 

 

あ
り
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
行
政

法
）

 

許
可
制

 

あ
り
（
営
業
許
可
法
）

 

許
可
制

 

  

あ
り
（
公
衆
衛
生
法
典

、
観
光

法
典
、
環
境
法
典
等
）

 

免
許
制

 

  

２
．

 
規
制
対
象
と

な
る

営
業

は
法

令

上
ど

の
よ

う
に

定

義
さ
れ
て
い
る
か
。
 

○
キ
ャ
バ
レ
ー
そ
の
他

設
備
を

設
け

て
客

に
ダ

ン
ス

を
さ

せ
、
か

つ
、

客
の
接

待
を

し

て
客
に

飲
食

を
さ
せ

る
営

業

（
以
下

「
１

号
営
業

」
と

い

う
。
風

営
法

第
２
条

第
１

項

第
１
号
）

 

  

○
「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」（

ダ
ン
ス

が
行
わ

れ
る

場
所

）
の
運

営

等
 

○
「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」（

ダ
ン
ス

が
行
わ

れ
る

場
所

）
の
運

営

等
 

○
「
キ
ャ
バ
レ
ー
」（

飲
食
の
提

供
と
共

に
ダ

ン
ス
等

の
娯

楽

を
行
う

こ
と

が
許
さ

れ
る

場

所
）
の
運
営
等

 

○
酒
類
の
小
売
（
ク
ラ

ブ
、
ナ

イ
ト
ク
ラ
ブ
等
）

 

○
規
制
娯
楽
の
上
演
、
催
行
（
音

楽
、
ダ
ン
ス
等
）

 

○
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
を
使

用
す
る

こ
と
を

主
た

る
活
動

と
す

る

飲
料
提
供
店
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○
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の

他
設
備

を
設
け

て
客

に
ダ
ン

ス
を

さ

せ
、
か

つ
、

客
に
飲

食
を

さ

せ
る
営

業
（

以
下
「

３
号

営

業
」
と

い
う

。
風
営

法
第

２

条
第
１
項
第
３
号
）

 

○
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
そ
の

他
設
備

を
設
け

て
客

に
ダ
ン

ス
を

さ

せ
る
営

業
（

指
定
団

体
の

講

習
を
受

け
た

ダ
ン
ス

を
教

授

す
る
者

が
客

に
ダ
ン

ス
を

教

授
す
る
営
業
を
除
く

。
）
（

以

下
「
４

号
営

業
」
と

い
う

。

風
営
法

第
２

条
第
１

項
第

４

号
）

 

３
．
（
規
制
対
象
と

な
る
営
業
が
「
ダ
ン

ス
」
を
要
件
と
し
て

い
る
場
合
）

 

「
ダ
ン
ス
」
は
ど
の

よ
う

に
定

義
さ

れ

て
い
る
か
。

 

特
段

定
義

さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、

実
際

に
は

ど
の

よ

う
な

ダ
ン

ス
が

規

制
の

対
象

と
な

っ

○
法
令
上
の
定
義
は
な

い
が
、

規
制
の

目
的

に
照
ら

し
て

、

３
号
営

業
は

全
て
の

ダ
ン

ス

が
対
象

と
な

る
の
に

対
し

、

４
号
営

業
は

原
則
と

し
て

ペ

ア
ダ
ン

ス
の

み
が
対

象
と

な

る
と
解
し
て
い
る
。

 

○
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
て

い
る
場

所
（
有

料
で

ダ
ン
ス

の
教

授

が
な
さ

れ
る

ダ
ン
ス

教
室

等

を
除
く
。）

に
お
け
る
人
の
集

ま
り

で
あ

り
、
「

Ge
n
er
a
l
」

（
1
8
歳
以
上
の
者
の
参
加
が

認
め
ら

れ
て

い
る
ダ

ン
ス

）

と
「

S
p
ec
i
al
」（

1
6
歳
以
上

2
0
歳
以
下
の
者
の
参
加
が
認

め
ら
れ

て
い

る
ダ
ン

ス
）

の

２
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

 

 

○
一
般
人
が
入
場
を
許

さ
れ
る

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ダ
ン
ス

 

法
令
上
の
定
義
は
な
い
。

 
法
令
上
の
定
義
は
な
い
。
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て
い
る
か
。
（
一
般

的
に

ダ
ン

ス
（

踊

り
）
と
認
識
さ
れ
る

身
体

運
動

が
お

し

な
べ

て
規

制
対

象

と
な

っ
て

い
る

の

か
。）

 

○
許
可
の
審
査
に
あ
た

っ
て
、

エ
ン
タ

ー
テ

イ
メ
ン

ト
・

コ

ミ
ッ
シ

ョ
ン

は
、
ダ

ン
ス

の

タ
イ
プ

を
考

慮
す
る

こ
と

が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

４
．
規
制
対
象
と
な

っ
て

い
る

営
業

の

営
業

可
能

時
間

は

ど
の

よ
う

に
定

め

ら
れ
て
い
る
か
。

 

 
ま
た
、
営
業
時
間

の
延

長
や

制
限

が

可
能

な
場

合
は

ど

の
よ

う
に

定
め

ら

れ
て
い
る
か
。

  

【
原
則
】

 

日
出
時
～
午
前

0
時
 

【
例
外
】

 

〔
営
業
時
間
延
長
〕

 

①
 
条

例
で

指
定

し
た

地
域

は

午
前
１
時
ま
で

 

②
 
特

別
な

事
情

の
あ

る
日

と

し
て

条
例

で
定

め
る

日
は

条
例
で
定
め
る
時
間
ま
で

 

［
営
業
時
間
規
制
］

 

 
住
宅
地
等
に
お
い
て

、
日
出

時
～
午
前

1
0
時
、
午
後

1
1

時
～
午

前
０

時
の
う

ち
条

例

で
定
め
る
時
間
帯
。

 

 

【
原
則
】

 

○
S
pe
c
ia
l

タ
イ

プ
の

ダ
ン

ス

に
つ
い

て
は

、
午
前

６
時

か

ら
午
前
０
時
ま
で

 

○
G
en
e
ra
l

タ
イ

プ
の

ダ
ン

ス

に
つ
い

て
は

、
午
前

６
時

か

ら
翌
日
の
午
前
２
時
ま
で

 

【
例
外
】

 

○
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
・
コ

ミ
ッ
シ

ョ
ン

が
許
可

し
た

場

合
に
は

、
上

記
以
外

の
時

間

帯
に

お
い

て
も

営
業

が
可

能
。

 

【
原
則
】

 

○
午
前
４
時
か
ら
午
前

８
時
ま

で
の
間

の
営

業
は
禁

止
さ

れ

て
い
る
。

 

【
例
外
】

 

○
特
別
な
場
合
に
は

コ
ミ
ッ
シ

ョ
ナ
ー

の
裁

量
に
よ

り
上

記

の
時
間

帯
に

お
い
て

も
営

業

が
可
能
。

 

○
未
成
年
の
立
入
り
が

頻
繁
な

店
舗
等

に
つ

い
て
は

午
前

１

時
か
ら

午
前

８
時
ま

で
の

間

の
営
業

を
禁

止
す
る

こ
と

が

で
き
る
。

 

○
施
設
に
関
す
る
基
準

、
営
業

地
域
、

営
業

時
間
等

に
関

す

る
詳

細
な

規
制

に
つ

い
て

は
、
営
業
許
可
当
局
が
決
定
。 

○
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン

ス
タ
ー

区
で

は
、
許

可
審

査

に
あ
た

り
、

営
業
時

間
や

セ

キ
ュ
リ

テ
ィ

、
音
量

や
振

動

と
い
っ

た
要

素
を
勘

案
す

る

こ
と
と
し
て
い
る
。

 

○
各
県
に
お
け
る
始
業

時
間
は

知
事
の

発
す

る
条
例

に
よ

り

決
ま
っ
て
い
る
。

 

○
閉
店
時
間
は
最
長
で

朝
の
７

時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

 

 

５
．
青
少
年
の
場
内

へ
の

立
入

は
規

制

さ
れ
て
い
る
か
。

 

ま
た
、
立
入
の
可
否

に
つ
い
て
、
時
間
帯

○
1
8
歳
未
満
の
者
を
営
業
所
に

客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

 

【
G
en
e
ra
l
】
 

○
1
8
歳
未
満
の
者
の

G
en
e
ra
l

タ
イ
プ

の
ダ

ン
ス
が

行
わ

れ

て
い
る

場
所

へ
の
立

入
り

は

原
則
と

し
て

禁
止
さ

れ
て

お

○
未
成
年
の
立
入
り
が

頻
繁
な

店
舗
等

に
つ

い
て
は

午
前

１

時
か
ら

午
前

８
時
ま

で
の

間

の
営
業

を
禁

止
す
る

こ
と

が

で
き
る
。

 

○
営
業
所
内
で
の
消
費

を
目
的

と
し
て

酒
類

を
提
供

す
る

夜

間
の
営
業
時
間
帯
に

1
9
歳
以

上
の
者
の
付
添
い
の
な
い

1
6

歳
未
満

の
者

を
立
ち

入
ら

せ

○
保
護
者
等
の
付
添
い

の
な
い

1
6
歳
以
下
の
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と

 

○
1
8
歳
以
下
の
者
に
酒
類
を
提

供
す
る
こ
と
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に
よ

る
区

別
は

あ

る
か
。

 

り
、

保
護
者

等
の
付

添
い

が

あ
る

場
合
に

限
っ
て

立
入

り

が
認
め
ら
れ
る
。
 

【
S
pe
c
ia
l
】
 

○
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
・
コ

ミ
ッ
シ

ョ
ン

に
よ
り

午
前

０

時
以
降

の
営

業
が
許

可
さ

れ

て
い
る

場
合

で
も
、

午
前

０

時
以
降
に
お
け
る

1
6
歳
又
は

1
7
歳
の
者
の

S
p
ec
i
al

タ
イ

プ
の
ダ

ン
ス

が
行
わ

れ
て

い

る
場
所

へ
の

立
入
り

は
原

則

と
し
て

禁
止

さ
れ
て

お
り

、

保
護
者

等
の

付
添
い

が
あ

る

場
合
に

限
っ

て
立
入

り
が

認

め
ら
れ
る
。

 

○
1
6
歳
未
満
の
者
の

S
pe
c
ia
l

タ
イ
プ

の
ダ

ン
ス
が

行
わ

れ

て
い
る

場
所

へ
の
立

入
り

は

原
則
と

し
て

禁
止
さ

れ
て

お

り
、
保

護
者

等
の
付

添
い

が

あ
る

場
合
に

限
っ
て

立
入

り

が
認
め
ら
れ
る
。
 

    

る
こ
と

 

○
1
8
歳
未
満
の
者
に
酒
類
を
販

売
す
る
こ
と

 

等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

 

等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
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６
．
営
業
す
る
店
舗

に
つ

い
て

以
下

の

規
制
は
あ
る
か
。

  

 
 

 
 

 

 
外

部
か
ら
の

見

通
し
に
係
る

規

制
 

客
室

の
内

部
が

営
業

所
の

外

部
か

ら
容

易
に

見
通

す
こ

と

が
で

き
な

い
も

の
で

な
け

れ

ば
な
ら
な
い
。

 

○
許
可
の
審
査
に
当
た
っ
て
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
フ
ロ
ア
の

広
さ

と
照

明
が

物
理

的
に

適
正

か
ど

う
か

等
を

考
慮

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

○
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

法
律
等

に
よ
る

衛
生

、
消
防

、
建

築

物
、
用

途
地

域
、
水

道
・

ガ

ス
・
電

気
に

関
す
る

要
件

や

基
準
に

適
合

し
て
い

る
と

認

め
ら
れ

な
い

場
合
に

は
コ

ミ

ッ
シ
ョ

ナ
ー

は
営
業

を
許

可

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

 

○
施
設
に
関
す
る
基
準

、
営
業

地
域
、

営
業

時
間
等

に
関

す

る
詳

細
な

規
制

に
つ

い
て

は
、
営

業
許

可
当
局

が
決

定

す
る
。

 

 

店
舗
の
床
面

積

に
係
る
規
制

 

○
客

室
一

室
あ

た
り

の
床

面

積
が

66
㎡
以
上
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

○
１

号
及

び
３

号
営

業
に

つ

い
て
は
、
客
室
の
五
分
の
一

以
上

が
ダ

ン
ス

を
さ

せ
る

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
で

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

７
．
店
舗
の
立
地
場

所
に

つ
い

て
ど

の

よ
う

な
規

制
が

あ

る
か
。

 

○
住
宅
街
の
ほ
か
、
学

校
・
図

書
館
等

の
周

辺
に
営

業
所

が

あ
る
と

き
は

、
営
業

が
許

可

さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

 

（
政
令
の
基
準
に
従
い

都
道
府

県
条
例
で
営
業
制
限
地

域
を
指

定
。）

 

○
許
可
の
審
査
に
あ
た
っ
て
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
営
業
所
の

周
囲
の
環
境
へ
の
適
合
性
、

近
辺

に
お

け
る

許
可

数
等

を
考

慮
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

    

○
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

法
律
等

に
よ
る

衛
生

、
消
防

、
建

築

物
、
用

途
地

域
、
水

道
・

ガ

ス
・
電

気
に

関
す
る

要
件

や

基
準
に

適
合

し
て
い

る
と

認

め
ら
れ

な
い

場
合
に

は
コ

ミ

ッ
シ
ョ

ナ
ー

は
営
業

を
許

可

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

 

○
施
設
に
関
す
る
基
準

、
営
業

地
域
、

営
業

時
間
等

に
関

す

る
詳

細
な

規
制

に
つ

い
て

は
、
営

業
許

可
当
局

が
決

定

す
る
。

 

○
市
町
村
長
が
宗
教
施

設
、
墓

地
、
病

院
、

学
校
等

か
ら

の

一
定
距

離
内

の
飲
料

提
供

店

の
設
置
を
制
限
で
き
る
。
 

45



８
．
店
舗
周
辺
に
お

け
る

顧
客

等
に

よ

る
騒

音
や

混
雑

等

の
問

題
に

対
す

る

対
策

を
行

う
こ

と

が
営

業
者

に
義

務

づ
け

ら
れ

て
い

る

か
。
 

特
段

の
義

務
づ

け

が
な
い
場
合
に
は
、

上
記

問
題

へ
の

対

策
や

周
辺

の
生

活

環
境

の
保

持
は

ど

の
よ

う
に

担
保

さ

れ
て
い
る
か
。
（
立

地
要
件
、
営
業
時
間

規
制
以
外
）

 

【
遵
守
事
項
】

 

○
営
業
所
周
辺
に
お
い

て
、
政

令
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
都

道
府

県
条
例

で
定

め

る
数
値

以
上

の
騒
音

又
は

振

動
が
生

じ
な

い
よ
う

に
、

そ

の
営
業

を
営

ま
な
け

れ
ば

な

ら
な
い
。

 

○
営
業
所
周
辺
に
お
け

る
清
浄

な
風
俗

環
境

を
害
す

る
お

そ

れ
の
あ

る
方

法
で
営

業
に

つ

い
て
の

広
告

又
は
宣

伝
を

し

て
は
な
ら
な
い
。

 

【
禁
止
行
為
】

 

○
営
業
に
関
し
客
引
き

を
す
る

こ
と

 

○
営
業
に
関
し
客
引
き

を
す
る

た
め
、

道
路

そ
の
他

公
共

の

場
所
で

、
人

の
身
辺

に
立

ち

ふ
さ
が

り
、

又
は
つ

き
ま

と

う
こ
と
。

 

○
許

可
を

受
け

た
ダ

ン
ス

の

監
視
を
す
る
た
め
、
１
人
以

上
の

警
備

員
等

を
置

か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

○
営
業
所
の
出
入
口
に

監
視
用

の
デ
ジ

タ
ル

ビ
デ
オ

カ
メ

ラ

を
設
置
す
る
こ
と

 

○
警
備
員
を
配
置
す
る
こ
と

 

○
苦
情
受
付
担
当
者
を

設
置
す

る
こ
と

 

○
周
辺
に
お
け
る
入
退

場
客
の

混
雑
に

よ
る

騒
音
や

不
法

行

為
を
防

止
す

る
た
め

の
措

置

を
講
じ
る
こ
と

 

等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

 

 ○
ま
た
、
許
可
審
査
に

あ
た
っ

て
は
、

地
域

の
関
係

者
か

ら

構
成
さ

れ
る

委
員
会

の
意

見

を
事
前

に
聞

く
こ
と

と
さ

れ

て
い
る
。

 

○
施
設
に
関
す
る
基
準

、
営
業

地
域
、

営
業

時
間
等

に
関

す

る
詳

細
な

規
制

に
つ

い
て

は
、
営

業
許

可
当
局

が
決

定

す
る
。

 

○
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン

ス
タ
ー

区
で

は
、
許

可
審

査

に
あ
た

り
、

営
業
時

間
や

セ

キ
ュ
リ

テ
ィ

、
音
量

や
振

動

と
い
っ

た
要

素
を
勘

案
す

る

こ
と
と
し
て
い
る
。
 

 

○
公
衆
来
集
施
設
で
あ

っ
て
日

常
的
に

大
音

量
の
音

楽
を

流

す
も
の

に
関

し
て
は

、
音

量

の
制

限
を

定
め

て
い

る
ほ

か
、
営

業
者

に
対
し

て
騒

音

被
害
に

係
る

調
査
書

の
作

成

を
義
務
づ
け
て
い
る
。

 

○
閉
店
前
の
１
時
間
半

の
間
は

ア
ル
コ

ー
ル

飲
料
の

販
売

が

で
き
な
い
。

 

※
 
ド
イ
ツ
…
連
邦
営
業
法
の
規
定
に
よ
り
、
お
よ
そ
営
業
を
営
む
者
は
、
原
則
と
し
て
、
所
管
行
政
庁
に
対
し
、
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

※
 
平
成

22
年
６
月
及
び
平
成

24
年

10
月
に
実
施
し
た
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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（
２
）
日
本
の
現
行
規
制
を
維
持
す
る
必
要
性

 

客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業
は
、
適
正
に
営
ま
れ
れ
ば
国
民
に
健
全
な
娯
楽
を
提
供
す
る
も
の
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
一
方
、
営
業
の
行
わ
れ
方
い
か
ん
に
よ

っ
て
は
、
善
良
の
風
俗
と
清
浄
な
風
俗
環
境
を
害
し
、
又
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
実
際
に
、
風
営
法
に
違
反
し
て
営
ま
れ
て
い

る
３
号
営
業
の
状
況
を
み
る
と
、
営
業
所
の
周
辺
に
お
け
る
騒
音
や
酔
客
の
い
集
、
年
少
者
の
立
入
り
、
営
業
所
の
内
外
に
お
け
る
暴
行
・
傷
害
事
案
、
女
性
に
対

す
る
性
的
事
案
等
の
問
題
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
取
締
り
の
継
続
・
強
化
を
要
望
す
る
陳
情
書
や
風
営
法
の
規
制
撤
廃
に
反
対
す
る
意
見
書
が
周
辺
住
民
等
か
ら

警
察
に
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。

 

ま
た
、
４
号
営
業
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
営
業
を
規
制
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
４
号
営
業
を
風
営
法
の
規
制
の
対
象
か
ら

完
全
に
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
例
え
ば
、
出
会
い
系
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
等
の
い
か
が
わ
し
い
営
業
が
出
現
し
、
こ
れ
が
暴
力
団
の
資
金
源
と
な
る
こ
と
な

ど
も
懸
念
さ
れ
る
。

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業
に
対
す
る
規
制
を
撤
廃
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、
風
俗
営
業
に
対
す
る
規
制
は
、
こ
れ
ま
で
も
必
要
な
規
制
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
、
風
俗
営
業
の
実
態
、
風
俗
営
業

者
に
よ
る
自
主
規
制
の
内
容
、
地
域
住
民
を
始
め
と
し
て
関
係
各
方
面
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
適
切
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

 （
３
）
規
制
の
廃
止
・
見
直
し
を
検
討
す
る
に
当
た
り
留
意
す
べ
き
と
考
え
る
点

 

規
制
の
廃
止
・
見
直
し
に
よ
り
、
善
良
の
風
俗
や
清
浄
な
風
俗
環
境
を
害
し
た
り
、
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 
 
 

な
お
、
こ
の
種
の
問
題
は
地
域
性
の
強
い
問
題
で
あ
り
、
国
に
よ
っ
て
は
酒
類
を
販
売
す
る
形
態
の
営
業
に
対
し
て
我
が
国
よ
り
も
厳
し
い
規
制
を
設
け
、
客
に

ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業
を
規
制
の
対
象
と
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
諸
外
国
の
制
度
を
単
純
に
比
較
し
て
我
が
国
に
お
け
る
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営

業
に
対
す
る
規
制
の
在
り
方
を
論
じ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

以
上
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⑤
ク
ル
ー
ズ
船
入
港
時
の
入
国
審
査
手
続
の
見
直
し

 

（
１
）
制
度
比
較

 

国
名
 

比
較
の
視
点
 

日
本

 
韓
国
 

台
湾
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 

1.
 
海
外
臨
船
審
査
 


 
乗
客
数

2,
00

0
名
を
目
安
に
，
本
邦
入

港
予
定
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
対
し
て

は
、
入
国
審
査
官
が
海
外
か
ら
乗
船
し
て

航
行
中
に
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国
人
入
国

記
録
（
Ｅ
Ｄ
カ
ー
ド
）の
記
載
状
況
等
を
確

認
し
て
い
る
。

 


 
指
紋
の
取
得
・
要
注
意
人
物
リ
ス
ト
と
の

照
合
は
入
港
後
に
行
っ
て
い
る
。

 

・韓
国
入
管
指
定
の
規
格
に
よ
り
乗
客
の

顔
写
真
を
含
む
乗
客
情
報
を
提
出
し
た

場
合
は
，
海
外
臨
船
を
行
わ
な
い
。

 

・顔
写
真
の
提
供
が
で
き
な
い
場
合
は
，

入
国
審
査
官
が
海
外
か
ら
乗
船
し
，
航

海
中
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
顔
写
真
を
Ｍ
Ｒ
Ｐ

で
読
み
取
る
作
業
を
行
う
。

 

・
・
船
舶
側
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
，
入
国

審
査
官
が
海
外
か
ら
乗
船
し
て
航
海
中

に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
，
証
印
を
押

印
し
て
い
る
。
船
内
で
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ピ

ー
を
作
成
し
，
乗
客
に
配
布
す
る
。

 

・
・乗
客
数

1
,0

00
名
以
上
の
客
船
を
対
象

に
入
国
審
査
官
が
海
外
か
ら
乗
船
し
，

パ
ス
ポ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
，
証
印
を
押
印

し
て
い
る
。
着
岸
後
は
，
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

パ
ス
ポ
ー
ト
の
読
取
り
，
証
印
の
確
認
を

実
施
す
る
。

 

2.
 
上
陸
後
の
手
続

き
の
簡
略
化
 


 
着
岸
後
に
対
面
式
入
国
審
査
を
実
施
。

可
能
な
航
路
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
は
個
人

識
別
情
報
の
う
ち
顔
写
真
撮
影
を
省
略

し
て
い
る
。

 

・
韓
国
を
最
終
目
的
地
と
し
な
い
通
過
客

に
は
対
面
式
審
査
は
行
わ
な
い
。
韓
国

で
下
船
す
る
乗
客
に
は
，
指
紋
の
取
得

等
の
対
面
審
査
を
行
う
。

 

・
・
乗
客
の
下
船
時
は
，
入
国
審
査
官
が
船

内
で
配
布
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ピ
ー
に
よ

っ
て
乗
客
の
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い

る
。

 

・・
個
人
識
別
情
報
の
取
得
は
な
い
。

 

・
特
段
の
簡
略
化
は
実
施
し
て
い
な
い
。

 

・
個
人
識
別
情
報
の
取
得
は
な
い
。

 

3.
 
ク
ル
ー
ズ
カ
ー

ド
に
よ
る
上
陸
 


 
運
行
会
社
が
発
行
す
る
ク
ル
ー
ズ
カ
ー
ド

に
よ
る
上
陸
は
認
め
て
い
な
い
が
，
仮
上

陸
許
可
書
に
よ
る
上
陸
を
認
め
て
い
る
。

 

・
韓
国
を
最
終
目
的
地
と
し
な
い
通
過
客

は
，
ク
ル
ー
ズ
カ
ー
ド
で
の
上
陸
が
可

能
。

 

・
・
ク
ル
ー
ズ
カ
ー
ド
に
よ
る
上
陸
は
認
め
て

い
な
い
が
，
船
内
で
配
布
し
た
パ
ス
ポ
ー

ト
コ
ピ
ー
で
の
上
陸
を
認
め
て
い
る
。

 

・
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
所
持
が
必
要
で
あ
り
，
ク

ル
ー
ズ
カ
ー
ド
の
み
の
上
陸
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。

 

4.
 
そ
の
他
の
施
策

等
 


 
ク
ル
ー
ズ
船
対
応
の
た
め
の
入
国
審
査

官
の
増
員

 

 
 

・
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
者
は
，
タ
ー
ミ
ナ
ル

内
の
自
動
化
ゲ
ー
ト
を
利
用
可
能
。

 

5.
 
入
国
審
査
に
要

す
る
時
間
 

（
20
00

人
規
模
の
例
）
 


 
寄
港
地
上
陸
許
可
を
活
用
し
た
場
合

に
，
入
国
審
査
に
要
す
る
時
間
を
含
め

て
全
て
の
乗
客
が
下
船
す
る
の
に
約
９
５

～
１
０
０
分
（
こ
の
う
ち
入
国
審
査
に
要
す

る
時
間
は
９
０
分
）。

 


 
上
記
以
外
の
場
合
約
１
９
０
分
（
こ
の
う
ち

入
国
審
査
に
要
す
る
時
間
は
１
８
０
分
）
。

 

・入
国
審
査
は
行
わ
な
い
と
こ
ろ
，
全
て

の
乗
客
が
下
船
す
る
に
約
９
０
分
。

 

・
・
海
外
臨
船
を
行
っ
た
場
合
に
，
着
岸
後

の
本
人
確
認
に
要
す
る
時
間
を
含
め
て

全
て
の
乗
客
が
下
船
す
る
に
約
９
０
分
。

 

 
・上
記
以
外
の
場
合
約
１
８
０
分
。

 

・
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
審
査
で
約
１
０
５
分
か
ら
１

３
５
分
。

 

（
注
）
上
記
の
韓
国
，
台
湾
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
状
況
は
，
コ
ス
タ
・
ク
ル
ー
ズ
及
び
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
等
海
外
大
手
ク
ル
ー
ズ
船
社
の
我
が
国
総
代
理
店
で
あ
る
ウ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン
・
シ
ッ
プ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
の
協
力
に
よ
り
，
各
国
・
地
域
の
現
地
代
理
店
等
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
結
果

を
ま
と
め
た
も
の
。
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 （
２
）
日
本
の
現
行
規
制
を
維
持
す
る
必
要
性

 

・
 
個
人
識
別
情
報
の
提
供
義
務
に
つ
い
て
 

ク
ル
ー
ズ
船
の
外
国
人
乗
客
か
ら
個
人
識
別
情
報
を
取
得
し
な
い
と
し
た
場
合
，
テ
ロ
リ
ス
ト
等
が
ク
ル
ー
ズ
船
乗
客
を
装
い
本
邦
へ
の
入
国
を
企
図
す
る
可
能
性
が
否
定
で

 

き
ず
，
か
つ
，
テ
ロ
リ
ス
ト
等
の
入
国
を
阻
止
す
る
た
め
の
代
替
え
措
置
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
，
現
状
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 
ク
ル
ー
ズ
カ
ー
ド
に
よ
る
上
陸
に
つ
い
て
 

 
 
外
国
人
の
乗
客
の
上
陸
後
の
本
人
確
認
は
，
運
行
会
社
が
発
行
す
る
ク
ル
ー
ズ
カ
ー
ド
で
は
な
く
，
公
的
な
機
関
が
発
行
す
る
旅
券
又
は
許
可
書
に
よ
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る

こ
と
か
ら
，
ク
ル
ー
ズ
カ
ー
ド
の
み
に
よ
る
上
陸
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 （
参
考
）
 

・
平
成

24
年

6
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
寄
港
地
上
陸
許
可
制
度
を
活
用
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
乗
客
に
対
す
る
審
査
の
合
理
化
策
に
つ
い
て
は
，
各
船
社
，
代
理
店
か
ら
概
ね
好
評
で
あ
る

が
，「

本
邦
を
経
由
し
て
本
邦
外
の
地
域
に
赴
こ
う
と
す
る
」
航
路
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
法
務
省
に
お
い
て
は
，
よ
り
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
船
乗
客
の
入
国
審
査
に
迅
速

に
対
応
す
る
べ
く
，
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
外
国
人
乗
客
を
対
象
と
し
て
，
簡
易
な
手
続
で
上
陸
を
認
め
る
新
た
な
特
例
上
陸
許
可
（
船
舶
観
光
上
陸
許
可
制
度
）
等

を
創
設
す
る
た
め
，
今
国
会
に
入
管
法
改
正
案
を
提
出
し
て
い
る
。
 

   （
３
）
規
制
の
廃
止
・
見
直
し
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
留
意
す
べ
き
と
考
え
る
点

 

・
ク
ル
ー
ズ
の
振
興
は
，
観
光
立
国
の
推
進
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
，
規
制
の
廃
止
・
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
，
テ
ロ
対
策
，
水
際
対
策
の
た
め
の
厳
格
な
出
入
国
管
理

の
維
持
に
も
留
意
の
上
，
両
者
の
高
度
な
次
元
で
の
両
立
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

・
海
外
臨
船
審
査
の
見
直
し
は
，
我
が
国
の
領
域
の
外
に
お
け
る
公
権
力
の
行
使
に
つ
い
て
，
船
籍
国
の
了
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
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２.参考資料 
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第１回産業競争力会議の議論を踏まえた 

当面の政策対応について（抄） 

 

平 成 ２ ５年 １月 ２ ５日 

第３回日本経済再生本部 

本部長 内閣総理大臣 安倍晋三  

 

第１回産業競争力会議での議論を踏まえ、関係大臣におかれては、 

喫緊の重要政策課題に関する当面の対応として、以下の事項につい 

て対応されたい。 

 

（規制改革の推進） 

内閣府特命担当大臣（規制改革）は、雇用関連、エネルギー・ 

環境関連、健康・医療関連を規制改革の重点分野とする。特に健康・ 

医療については、健康を維持して長生きしたいとの国民のニーズに 

応えるとともに、世界に我が国の医療関連産業が展開して国富の拡 

大につながるように、 大胆な改革を推進すること。 

戦略分野を育成するとともに、投資先としての日本の魅力を最高 

水準に引き上げる観点から、国際比較をした上での規制改革などを 

含め、 国際先端テストの導入に向けて取り組むこと。 
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第４回・第５回産業競争力会議の議論を踏まえた 

当面の政策対応について（抄） 

 

平 成 ２ ５ 年 ４ 月 ２ 日 

第 ６ 回  日 本 経 済 再 生 本 部 

本部長 内閣総理大臣 安倍晋三 

 

 

第４回・第５回産業競争力会議での議論を踏まえ、関係大臣におかれては、当面の 

政策課題として、以下の事項について対応されたい。 

 

 

 

（国際先端テスト） 

○内閣府特命担当大臣（規制改革）と関係閣僚は、国際先端テストを着実に推進する 

こと。関係閣僚は、国際先端テストに係る内閣府特命担当大臣（規制改革）からの 

要請を踏まえて、海外の規制・制度に関する必要かつ十分な調査を迅速に行うとと 

もに、内閣府特命担当大臣（規制改革）と協力して、我が国の規制環境を世界最先 

端にするとの観点から、早急に規制・制度改革の具体策を検討すること。 
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